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児童の探索行動の調査 のぞかれても
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ロボットに場所の意味を伝える
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問い

• 本当にロボットは指定した場所に移動できるのか？

• 本当にユーザは使いかたを容易に理解できるのか？



問い

• 本当にロボットは指定した場所に移動できるのか？

• 本当にユーザは使いかたを容易に理解できるのか？

それ，ユーザスタディで調査しよう！



ユーザスタディ

• マニュアルを読んでもらったあとすぐに使えるかどうか？
• 専門知識を持たないユーザでも

デバイスのつながりを意識して配置できるのか？



ユーザスタディ

• 参加者: 8名の非専門家
• 平均年齢35.6歳
• 女性5名，男性3名
• （26f, 28m, 29m, 29m, 30f, 31f, 50f, 62f）

• 8名中6名の参加者が2つの目的地までロボットを移動させることができた

• 1名(28m)はPebblesを誘導だけに使い，
Pebbleを置いてロボットを移動させてはPebbleを動かすことを繰り返した

• もう1名(26f)はPebblesを並べて配置したが，
途中でデバイス同士の見通しがとれていない箇所があった

• 自分の活動を邪魔しないように，
部屋の隅や椅子の下といった目立たない場所に
Pebblesを配置した参加者がいた



ユーザスタディ

• 聞き取り調査
• LEDフィードバックよりも音声フィードバックが好まれた

（LEDフィードバックに改善の余地あり）

• 「長期的に使うには，メンテナンスにかかる手間が多すぎるのではな
いか？」(31f)
• コンセントから電源を供給できるようにすることを検討中



児童の探索行動の調査

• 財布探し課題(発達検査)
• この枠線は公園だとして，財布をなくしてしまったよ．君ならどう探す？



問い

• 本当に8-9歳頃にくまなく探索できるようになるのか？

• 紙上の試験とフィールドでの試験では，
同じ結果が得られるのか？違う結果が得られるのか？

それ，ユーザスタディで調査しよう！



ユーザスタディ



のぞかれても盗まれにくい個人認証







問い

• 本当にのぞかれても正解が盗まれずにすむのか？

• 本当にルールの直感的な解釈のみを与えられたら
認証問題を解けるようになるのか？

それ，ユーザスタディで調査しよう！



ユーザスタディ

• 2名1組の参加者を招待する
• 正規の被認証者役（本物のユーザ）
• 非正規の被認証者役（のぞき見する人）

• 2名の参加者を A, B とすると，
A→A→B→B→A→B の順で
正規の被認証者役を行う
• 最初の2セッション: 

本システムを利用したことがない状態での
のぞき見（ルールが存在することも知らされない）

• 中間の2セッション: 
本システムを利用したことがあるが
同一カテゴリは未経験（ルールが存在することは知っている）

• 最後の2セッション: 
本システムを利用したことがあり
同一カテゴリも経験済み（似たようなルールを経験したあと）



ユーザスタディ

• 非正規ユーザにはのぞれかれても盗まれにくく，
正規ユーザには初めてでも認証を受けられる

システム未経験 ルールカテゴリ未経験 ルールカテゴリ体験済み 全体

正規 92.4 93.8 92.4 92.8

非正規 11.8 13.9 25.7 17.1



何が問いであるかを考えて，
問いに答える調査をする



いつも注意していること

• (チェックボックス付き)手順マニュアルは必ず用意する
• 記録用ビデオをうっかり回さずにユーザスタディをはじめてしまう
• 参加者に必要な指示を伝え忘れてスタートしてしまう

• 問いが何であるかがよくわからないことも多い
• しっかり問いが何であるかを考えてから始める
• 論文を書いてからユーザスタディを行うとよい

• 問いもクリアになるし手続き(手順)もクリアになる

• ユーザスタディは作業コスト(金銭コストも？)
システム単体の評価よりもかかるものだと意識すべし

• 思ったとおりにならないこともままある
• 1度で完成するとは思うことなかれ
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